
サポーター・地元優先特別プログラム 

「紅葉の那須平成の森 音の風景ミニコンサート With自然体験」 

那須平成の森基金委員会への報告 

 

2012年 12月 20日 那須平成の森基金事務局 

 

 実施日：2012年 10月 20日（土）10時～16時 

 場 所：那須平成の森 フィールドセンター周辺 

 共 催：那須平成の森 那須平成の森基金（サポーターの会） 

 事業名：紅葉の那須平成の森 音の風景ミニコンサート With自然体験 

 スタッフ：若林、重原、山宮、本間、増子（那須平成の森）、柘植（環境省）（敬称略） 

 講 師：平沢 匤朗 氏（ピアニスト 洗足学園大学講師） 

 参加者：サポーターの会とその家族、那須町在住の方 30名（＊先行予約、一般予約で分けて公募）

うちサポーター会員は 13名、基金委員会、3名 

 収 支：那須平成の森基金としての収支については、別紙収支報告にて記載する 

 当日スケジュール： 

10：00 はじまりの会：主催者側あいさつ（10分/展示室） 

10：10 平沢さんちょうど良い居心地の時間「チェンバロと自然への思い」（80分/展示室） 

11：30 昼（90分/デッキなど） 

13：00「音の風景 自然体験プログラム」（90分/ふれあいの森） 

14：30 休憩等 

15：00 作曲演奏（即興）（30分/展示室） 

15：30 平沢さんのおはなし（10分/展示室） 

15：40 おわりの会（15分/展示室） 

15：45 アンケート用紙配布・記入（同上） 

16：00 終了 

 参加者の声（アンケートより抜粋） 

●天候に恵まれ、音楽・森の秋の風景ともに楽しめました。ご準備していただいた関係のみなさまに感

謝しています。●平沢様が自然観察で作られた俳句に先生の音楽家の感性で曲を付けられたのがすばら

しかったです。とても印象に残りました。●今回を楽しみに待っていました。思っていた以上に素晴ら

しい会です。●とても良かったです。那須平成の森のもつ本質を引き出すイベントでした。 

●サポーターになって良かったと思っています。もっと森の中を歩きたかったです。●森の中で自然の

音を探す、言葉で表現する・・・など、なかなか難しかったが楽しかった。五感を働かせることは大切。

聞こえている普段の音は、何気ないので忘れるが、聴こうとするということは五感を研ぎ澄ませること

ができて、良いことに参加しました。●館内掲示されている公開名簿によると、サポーター会員数が 100

名弱となっており、少し寂しい気がしました●今回のようなサポーター優先参加の催し物の開催（春、

夏、秋の 3回あると嬉しいです）●年に 1回（参加者の人数により分けてもよい）、報告会をお願いしま

す。多数のご意見が聞けるかと思います。 

 

当日の様子：演奏会での一コマ 


